
主
催
者
の
地
本
大
沼
委
員
長

は
、
「
17
年
春
闘
の
基
本
方

針
は
、
『
自
ら
の
春
闘
を
闘

う
』
『
組
合
員
全
員
参
加
の

春
闘
を
取
組
む
こ
と
』
で
あ
っ

た
。
ま
た
春
闘
の
中
間
総
括

が
メ
イ
ン
で
は
あ
る
が
、
エ

ル
ダ
ー
、
業
務
委
託
な
ど
課

題
も
多
い
。
喫
緊
の
課
題
で

あ
る
組
織
強
化
・
拡
大
の
取

組
み
と
政
治
課
題
も
含
め
率

直
な
議
論
を
要
請
す
る
」
と

集
会
の
意
義
を
述
べ
、
全
機

関
の
総
括
報
告
を
求
め
た
。

続
い
て
来
賓
の
エ
リ
ア
本
部

佐
藤
書
記
長
か
ら
は
、
経
過
・

情
勢
等
に
つ
い
て
報
告
を
受

け
た
。
（
要
旨
二
面
掲
載
）

続
い
て
地
本
原
子
書
記
長
が
、

17
春
闘
の
経
過
と
今
後
の
課

題
に
つ
い
て
提
起
し
各
支
部

報
告
と
全
体
討
論
に
入
っ
た
。

◆
各
支
部
報
告

宮
城
県
支
部

山
田
書
記
長

▼
17
春
闘
。
我
々
の
扱
わ
れ

方
・
働
き
様
を
見
直
し
、
要

求
を
勝
ち
取
る
た
め
に
何
を

し
て
い
く
か
、
何
が
出
来
る

の
か
を
仲
間
と
討
論
し
、
点

検
・
摘
発
の
強
化
を
図
っ
た
。

▼
貨
物
の
闘
い
に
学
び
、
貨

物
分
会
の
チ
ラ
シ
配
布
行
動

へ
の
参
加
、
抗
議
Ｆ
Ａ
Ｘ
や

ジ
ャ
ン
ボ
ハ
ガ
キ
、
交
流
会

や
中
央
行
動
等
様
々
な
取
組

み
を
展
開
。

交
流
で
は
、
ベ
ア
ゼ
ロ
・
超

低
額
の
手
当
や
カ
ッ
ト
等
で

苦
し
む
声
、
貨
物
若
手
社
員

の
将
来
展
望
が
な
く
退
職
が

続
い
て
い
る
実
態
が
明
ら
か

に
。
ま
た
度
重
な
る
合
理
化

が
「
働
き
づ
ら
い
、
仲
間
と

話
も
出
来
な
い
、
仲
間
に
目

が
行
く
、
残
業
が
当
た
り
前
」

と
い
う
職
場
環
境
を
作
り
出

す
一
方
、
「
何
と
か
し
な
け

れ
ば
」
と
い
う
思
い
も
つ
か

ん
で
き
た
。
職
場
か
ら
声
を

出
し
て
仲
間
と
議
論
し
、
不

十
分
だ
が
創
意
工
夫
し
た
闘

い
を
作
っ
て
き
た
。

▼
現
場
長
要
請
。
各
現
場
で

は
他
労
組
も
含
め
た
要
求
を

作
成
し
交
渉
の
結
果
を
掲
示

板
で
報
告
。
ま
た
電
子
レ
ン

ジ
の
増
設
な
ど
前
進
面
も
。

小
牛
田
地
区
や
北
部
現
業
で

も
会
社
施
設
で
集
会
。

▼
分
割
・
民
営
化
30
年
、
Ｊ

Ｒ
発
足
30
年
を
検
証
す
る
2

月
16
日
の
県
集
会
に
は
他
単

産
の
仲
間
も
参
加
。
本
部
坂

口
委
員
長
の
講
演
で
改
め
て

闘
う
こ
と
の
大
切
さ
を
確
認
。

▼
残
念
な
こ
と
。
貨
物
組
合

員
が
55
歳
で
早
期
退
職
し
た
。

ま
た
戦
術
で
は
、
納
得
い
か

な
い
回
答
に
は
「
重
大
な
決

意
で
臨
む
」
と
し
て
い
た
が
、

ス
ト
指
令
は
な
し
。
東
日
本

の
回
答
、
翌
日
妥
結
は
納
得

せ
ず
。
闘
い
の
取
組
み
の
指

示
が
な
い
の
は
な
ぜ
か
。
ス

ト
に
つ
い
て
「
何
か
悪
い
こ

と
」
の
認
識
な
の
か
。
具
体

的
な
闘
い
を
要
請
す
る
。
ス

ト
を
背
景
に
要
求
を
勝
ち
取
っ

て
い
く
、
国
労
は
そ
う
し
た

労
組
で
あ
り
た
い
。

福
島
県
支
部

小
檜
山
委
員
長

▼
支
部
春
闘
討
論
集
会
で
の

議
論
。
郡
山
駅
連
合
。
駅
班

集
会
に
他
労
組
も
多
数
参
加
。

改
札
要
員
問
題
や
出
札
の
混

雑
問
題
等
を
議
論
。
そ
の
中

で
古
川
氏
の
拡
大
に
結
び
付

い
て
い
る
。

▼
貨
物
福
島
。
年
3
回
の
職

場
交
渉
で
は
賃
上
げ
と
労
働

条
件
改
善
要
求
を
提
出
。
少

し
ず
つ
環
境
整
備
が
。
過
去

最
高
の
経
常
利
益
を
上
回
っ

て
も
18
年
連
続
ベ
ア
ゼ
ロ
。

▼
賃
金
始
め
山
積
す
る
課
題

が
あ
る
の
に
同
じ
闘
い
と
同

じ
結
果
。
ス
ト
準
備
指
令
が

出
て
構
え
て
も
空
振
り
。
重

く
受
け
止
め
な
け
れ
ば
。
職

場
は
高
齢
化
し
空
気
が
重
く
、

若
い
組
合
員
を
増
や
す
こ
と

が
重
要
。

▼
会
津
若
松
地
区
。
遠
距
離

通
勤
者
の
通
勤
費
の
括
り
が

実
態
と
乖
離
の
一
方
で
助
勤

の
管
理
者
に
は
移
動
超
勤
。

退
職
者
の
補
充
も
な
く
、
要

員
不
足
の
し
わ
寄
せ
に
対
す

る
不
安
に
つ
い
て
議
論
。
会

津
宮
下
駅
へ
の
助
勤
者
が
信

号
取
り
扱
い
ミ
ス
。
本
職
場

と
勘
違
い
し
た
か
、
要
員
不

足
の
ツ
ケ
で
助
役
も
被
害
者
。

▼
只
見
線
で
は
運
転
取
り
扱

い
駅
業
務
が
あ
り
Ｊ
Ｒ
本
体

で
エ
ル
ダ
ー
採
用
。
Ｊ
Ｒ
社

員
の
配
置
で
退
職
補
充
が
本

来
の
姿
。
ビ
ッ
ク
ロ
モ
は
や

め
て
ロ
モ
に
。
3
月
2
日
他

労
組
と
只
見
線
交
流
。

▼
冬
期
要
求
に
よ
る
安
全
通

路
が
実
現
（
支
社
17
年
度
実

行
計
画
に
記
載
）
。
冬
期
振

り
返
り
会
議
に
国
労
も
参
加
。

支
社
科
長
レ
ベ
ル
と
の
意
見

交
換
も
習
慣
化
。

▼
エ
ル
ダ
ー
。
誕
生
日
直
前

月
等
ギ
リ
ギ
リ
の
提
示
が
。

▼
郡
山
設
備
分
会
。
春
闘
、

取
組
み
は
不
十
分
。
新
採
対

応
、
電
力
・
信
通
・
保
線
の

各
班
で
鋭
意
取
組
み
を
行
う

も
結
果
出
ず
。

▼
エ
ル
ダ
ー
交
流
会
。
出
向

者
だ
け
で
な
く
プ
ロ
パ
ー
社

員
の
問
題
も
含
め
て
議
論
・

改
善
を
取
組
ん
で
い
る
。

▼
組
織
強
化
拡
大
に
向
け
て
、

「
青
年
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
仮

称
）
」
を
立
ち
上
げ
る
予
定
。

山
形
県
支
部

難
波
副
委
員
長

▼
春
闘
。
取
組
み
は
、
支
部

分
会
代
表
者
会
議
、
賃
金
ア

ン
ケ
ー
ト
、
3
月
の
総
行
動
。

▼
支
部
執
行
委
員
会
が
定
例

化
せ
ず
。
結
果
、
職
場
等
問

題
の
吸
い
上
げ
が
出
来
て
い

な
い
。
役
員
も
年
齢
構
成
が

高
く
交
代
が
急
務
。
執
行
委

員
会
の
定
例
化
を
目
標
に
。

▼
エ
ル
ダ
ー
の
労
働
条
件
、

特
に
保
線
で
は
厳
し
く
途
中

退
職
が
出
て
い
る
。

仙
総
所
支
部

阿
部
副
委
員
長

▼
支
部
春
闘
総
括
。
支
部
闘

争
委
員
会
を
設
置
。
大
衆
行

動
。
3
月
2
日
支
部
総
決
起

集
会
に
86
人
参
加
。
以
降
の

集
会
も
5
割
超
を
達
成
。
一

方
で
役
員
が
何
度
も
行
動
し

負
担
大
。
エ
ル
ダ
ー
組
合
員

は
労
働
条
件
が
厳
し
く
「
動

員
は
勘
弁
」
の
率
直
な
声
。

▼
一
人
一
要
求
は
全
て
の
分

会
で
実
施
。
た
だ
委
託
提
案

の
職
場
や
検
査
周
期
延
伸
問

題
を
分
会
全
体
で
共
有
出
来

た
の
か
は
課
題
。

▼
現
場
長
要
請
。
台
車
・
車

体
分
会
は
話
し
合
い
、
運
転

分
会
も
職
場
問
題
に
つ
い
て

話
を
し
て
い
る
。
我
々
の
声

を
「
職
場
の
意
見
」
と
し
て

現
場
長
が
聞
こ
う
と
す
る
体

制
を
作
っ
て
き
た
。
要
求
を

改
善
す
る
た
め
、
日
常
的
に

現
場
長
と
話
し
を
す
る
取
組

み
を
分
会
全
体
で
作
る
。

▼
エ
ル
ダ
ー
組
合
員
の
要
求

は
集
約
、
会
社
に
伝
え
る
課

題
が
残
る
。
Ｊ
Ｒ
本
体
要
求

に
エ
ル
ダ
ー
要
求
を
組
入
れ

交
渉
等
工
夫
が
必
要
。
施
設

利
用
の
集
会
は
定
着
、
し
か

し
全
分
会
で
は
な
い
。
支
部

が
率
先
し
通
年
利
用
を
。

▼
組
織
対
策
。
現
場
配
属
者

に
対
す
る
歓
迎
会
を
計
画
。

全
分
会
で
取
組
め
る
よ
う
に
。

社
会
人
も
6
月
に
配
属
、
歓

迎
会
と
説
明
会
を
実
施
し
、

「
と
に
か
く
国
労
を
知
っ
て

も
ら
う
」
を
目
標
に
。

郡
工
支
部

本
田
書
記
長

▼
17
春
闘
。
客
貨
一
体
で
運

動
を
追
及
。
ス
ト
を
背
景
に

し
た
運
動
を
上
部
機
関
に
要

請
。
分
会
・
支
部
は
貨
物
本

社
・
支
社
に
連
日
フ
ァ
ッ
ク

ス
、
ハ
ガ
キ
要
請
。
大
衆
行

動
は
5
割
動
員
達
成
、
し
か

し
結
果
は
貨
物
が
18
年
ベ
ア

ゼ
ロ
、
東
日
本
も
要
求
に
は

ほ
ど
遠
い
。
今
後
の
運
動
へ

の
課
題
が
残
る
。

▼
17
年
業
務
改
善
。
直
外
区

分
見
直
し
。
提
案
で
は
64
人

余
剰
。
計
画
管
理
以
外
は
外

注
化
の
方
針
か
。
会
社
の
言

う
「
車
両
品
質
の
維
持
向
上
」

「
技
術
継
承
・
社
員
の
育
成
」

「
安
全
・
安
定
輸
送
の
提
供
」

と
は
全
く
矛
盾
。

▼
組
織
拡
大
。
配
属
時
の
情

報
不
足
、
新
入
社
員
に
接
触

で
き
ず
。
入
寮
時
の
対
策
が

必
要
。
若
手
社
員
は
会
社
・

組
合
に
不
満
は
あ
る
一
方
で

組
合
の
必
要
性
も
感
じ
て
い

な
い
。
説
明
・
教
育
も
必
要
。

▼
ア
ス
ベ
ス
ト
。
昨
年
退
職

の
方
が
管
理
手
帳
を
取
得
。

２
０
５
系
車
両
、
ア
ス
ベ
ス

ト
含
有
が
報
道
で
明
ら
か
に
。

そ
の
影
響
か
、
会
社
が
検
診

希
望
者
を
点
呼
で
募
っ
た
。

▼
エ
ル
ダ
ー
。
郡
総
全
体
で

5
月
2
日
現
在
、
エ
ル
ダ
ー

希
望
者
40
数
人
中
、
4
人
が
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。
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未
提
示
。
6
月
末
で
退
職
す

る
組
合
員
に
5
月
2
日
に
一

人
提
示
。
提
示
が
遅
い
・
希

望
に
沿
え
と
い
う
内
容
の
チ

ラ
シ
配
布
を
門
前
で
2
度
行
っ

た
が
、
他
労
組
か
ら
労
組
と

は
思
え
な
い
ク
レ
ー
ム
が
あ

り
反
響
が
。
そ
も
そ
も
会
社

が
作
っ
た
制
度
で
あ
り
、
約

束
反
故
は
問
題
。

東
北
自
動
車
支
部

兜
森
書
記
長

▼
二
年
ぶ
り
に
ベ
ア
千
円
、

契
約
社
員
日
額
１
０
０
円
、

運
転
手
当
１
８
０
円
を
勝
ち

取
る
。
運
転
手
当
は
平
成
18

年
に
五
百
円
引
き
下
げ
ら
れ

た
経
緯
も
あ
る
。

▼
組
合
員
は
エ
ル
ダ
ー
・
出

向
社
員
・
プ
ロ
パ
ー
で
構
成
、

高
齢
化
。
昨
年
、
大
会
時
に

宮
里
弁
護
士
か
ら
同
一
労
働

同
一
賃
金
の
講
演
が
あ
り
、

団
交
で
バ
ス
社
員
と
契
約
社

員
の
通
勤
手
当
や
年
間
休
日

の
格
差
を
指
摘
、
通
勤
手
当

が
是
正
さ
れ
た
の
は
成
果
。

た
だ
し
労
働
時
間
は
非
現
業

が
年
１
８
５
５
時
間
、
現
業

２
０
０
０
時
間
の
格
差
。
是

正
を
取
組
む
。

▼
ジ
ェ
ス
社
員
が
Ｊ
Ｒ
東
の

社
宅
を
利
用
し
て
い
る
と
聞

く
が
、
バ
ス
東
北
の
社
員
も

可
能
で
は
。

▼
組
織
拡
大
。
バ
ス
東
北
は

国
労
敵
視
政
策
が
あ
る
。
他

労
組
組
合
員
と
関
係
を
持
つ

と
、
引
き
離
し
が
あ
る
が
、

挫
け
る
こ
と
な
く
頑
張
る
。

◆
全
体
討
論

▼
仙
台
分
連
協

・
各
種
行
動
を
通
じ
て
の
仲

間
の
声
や
要
望
等
。

・
本
部
か
ら
ス
ト
体
制
の
確

立
に
向
け
闘
争
指
示
。
下
部

機
関
に
下
ろ
さ
な
い
理
由
は
。

・
貨
物
組
合
員
や
役
員
だ
け

で
も
ス
ト
に
入
れ
な
い
か
。

・
総
決
起
集
会
や
総
行
動
で

支
社
前
の
デ
モ
ル
ー
ト
を
。

・
春
闘
時
、
毎
金
曜
日
、
支

社
前
で
ビ
ラ
配
布
を
し
て
は
。

・
北
部
現
業
前
で
チ
ラ
シ
配

布
を
実
施
。
同
時
に
朝
集
会

を
し
て
勤
務
に
入
る
行
動
を

春
闘
事
務
局
で
提
起
し
た
が

分
会
で
や
っ
て
く
れ
と
の
話
。

地
本
の
指
導
で
出
来
な
い
か
。

・
エ
リ
ア
・
地
本
が
全
分
会

オ
ル
グ
を
提
起
し
た
が
、
出

来
な
か
っ
た
理
由
は
。

・
再
雇
用
制
度
の
行
き
詰
ま

り
。
65
歳
定
年
延
長
を
要
望
。

・
住
環
境
整
備
。
平
成
34
年

に
は
退
去
、
延
長
申
入
れ
を
。

・
再
雇
用
制
度
と
住
環
境
整

備
に
対
す
る
署
名
提
案
を
し

て
い
た
が
返
答
が
な
い
。

・
全
国
・
東
日
本
本
部
大
会

選
挙
に
つ
い
て
立
会
演
説
会

の
実
施
を
求
め
る
。

・
空
転
防
止
の
珪
砂
が
粉
末

状
で
線
路
に
。
沿
線
住
民
、

社
員
の
健
康
被
害
は
な
い
の

か
更
な
る
交
渉
を
。
ま
た
第

三
者
機
関
の
活
用
も
必
要
。

・
地
本
事
務
所
を
懇
親
会
で

も
解
放
を
。
分
会
費
で
は
金

が
か
か
り
大
変
。
検
討
を
。

▼
貨
物
福
島

・
春
闘
総
括
（
仲
間
の
声
）

旅
客
の
勝
ち
取
る
闘
い
が
貨

物
の
ベ
ア
に
繋
が
る
。

・
ス
ト
要
請
。
貨
物
労
組
若

手
も
低
賃
金
で
怒
り
。
ス
ト

で
闘
う
国
労
の
姿
を
見
た
と

き
そ
の
怒
り
の
矛
先
は
会
社

と
貨
物
労
組
に
向
く
。
28
年

度
決
算
で
は
過
去
最
高
の
利

益
で
ベ
ア
ゼ
ロ
連
続
18
年
・

期
末
手
当
は
年
額
3
ヵ
月
。

北
海
道
・
四
国
・
九
州
も
鉄

道
部
門
は
赤
字
、
賃
金
・
手

当
は
高
い
。
若
手
の
多
く
が

退
職
、
身
を
粉
に
し
て
働
い

て
も
見
返
り
が
な
く
立
つ
瀬

が
な
い
。

・
毎
年
同
じ
闘
い
と
結
果
。

あ
き
ら
め
ず
に
闘
う
と
い
う

が
、
心
は
折
れ
て
い
る
。

・
18
年
連
続
ベ
ア
ゼ
ロ
。
こ

れ
で
よ
い
と
思
う
の
か
。
ス

ト
を
し
な
い
と
い
う
の
で
あ

れ
ば
別
の
戦
術
を
。

・
Ｊ
Ｒ
会
社
間
格
差
は
拡
大
。

高
齢
化
も
あ
り
士
気
が
上
が

ら
ず
。
若
手
の
拡
大
が
重
要
。

・
様
々
な
運
動
を
取
組
む
が

良
く
な
ら
な
い
。
ス
ト
を
望

ん
で
も
決
起
し
な
い
。
自
暴

自
棄
の
状
態
。

・
55
歳
か
ら
の
3
割
カ
ッ
ト
。

手
当
も
低
額
回
答
が
続
き
、

家
族
に
と
っ
て
も
大
き
な
問

題
。
若
手
は
結
婚
も
出
来
な

い
と
相
次
い
で
退
職
。
心
の

底
か
ら
怒
り
。

・
ス
ト
要
請
し
て
も
し
な
い
。

旅
客
の
仲
間
も
前
向
き
に
考

え
て
。
ス
ト
要
請
に
対
し
応

え
ら
れ
な
い
理
由
は
何
か
。

▼
貨
物
宮
城

・
分
会
組
合
員
の
声
。
「
な

ぜ
ス
ト
指
令
を
だ
せ
な
い
の

か
・
早
め
の
ス
ト
体
制
確
立

を
・
エ
リ
ア
本
部
の
後
向
き

の
姿
勢
に
落
胆
・
一
部
だ
け

一
号
奉
ア
ッ
プ
は
差
別
」
等
。

・
東
北
ロ
ジ
の
登
用
試
験
は

7
人
中
、
2
人
が
不
合
格
。

国
労
へ
の
差
別
感
が
あ
る
。

▼
仙
総
台
車

・
会
議
の
時
間
設
定
に
問
題
。

・
分
会
の
取
組
み
。
40
人
の

組
織
、
今
後
を
見
据
え
エ
ル

ダ
ー
班
を
設
置
し
た
。

・
春
闘
。
一
人
一
要
求
か
ら

現
場
長
要
請
へ
。
6
年
前
は

「
現
場
に
そ
う
し
た
場
は
な

い
」
か
ら
、
今
は
「
社
員
の

意
見
」
と
し
て
対
応
し
耳
を

傾
け
設
備
や
職
場
環
境
の
改

善
が
。
一
方
で
エ
ル
ダ
ー
先

問
題
の
改
善
が
課
題
。

・
組
織
拡
大
。
人
任
せ
や
エ

ル
ダ
ー
問
題
優
先
の
意
識
。

仕
事
を
通
じ
た
会
話
で
終
わ
っ

て
お
り
若
手
へ
の
呼
び
か
け

が
課
題
。
組
合
行
事
へ
の
参

加
呼
び
か
け
等
、
こ
れ
だ
け

は
や
り
き
ろ
う
と
集
会
等
で

確
認
。

◆
答
弁
等

◆
佐
藤
書
記
長

◆
ジ
ェ
ス
社
員
の
独
身
寮
借

り
受
け
は
、
浦
和
・
大
宮
・

立
川
等
。
空
き
部
屋
の
貸
し

付
け
で
あ
り
可
能
で
あ
れ
ば
。

◆
珪
砂
。
会
社
は
飛
散
し
た

も
の
が
密
閉
状
態
で
あ
れ
ば

危
険
、
解
放
さ
れ
た
場
所
で

は
危
険
性
な
し
と
主
張
。
対

立
し
て
い
る
部
分
。
今
後
も

交
渉
し
て
い
く
。
珪
砂
の
代

替
は
一
つ
に
絞
っ
て
い
る
と

聞
く
。

◆
ス
ト
。
戦
術
委
員
会
で
は
、

東
日
本
本
部
は
や
る
・
や
ら

な
い
で
議
論
し
て
い
な
い
。

ベ
ア
ゼ
ロ
を
許
さ
な
い
闘
い
、

有
額
回
答
を
引
き
出
す
た
め

の
議
論
を
し
て
き
た
。
ス
ト

指
令
権
は
本
部
に
あ
る
。

◆
原
子
書
記
長

◆
地
本
の
大
衆
行
動
以
外
の

取
組
み
。
組
織
部
と
合
わ
せ

可
能
な
限
り
地
区
・
分
会
に

入
り
、
全
体
と
し
て
取
組
み

を
し
て
き
た
つ
も
り
。

◆
ス
ト
対
策
費
の
議
論
。
期

間
が
短
い
の
は
承
知
。
支
部

代
表
者
会
議
を
設
定
す
る
。

第２７３６号 国労せんだい ２０１７年６月５日

団結 抵抗 統一

1.交渉経過

東日本本社と二回の交渉、貨物は三

回交渉。本部闘争指示を受け、執行

委員会で闘争態勢の強化を確認。特

に東日本会社の回答指定日を超える

事態があれば第三者機関の活用など

重大な決意を固めた。回答指定日の3

月15日、ベア千円等の回答。組合は

持ち帰り検討。執行委員会では、①4

年連続の有額回答。②定額でのベア

回答。③ＧＳ社員の賃金改善があっ

た。④回答指定日の順守されたこと

等を考慮、国労要求とのかい離・不

十分な内容だが最終回答を考慮し妥

結。貨物会社は、3月17日、18年連続

のベアゼロ回答。組合は持ち帰り、

抗議行動の展開を行う闘争指示を発

した。

2.春闘総括

①東海はベア、夏季手当とも昨年同

様、東日本、西日本、九州は昨年を

下回る。貨物の18年連続ベアゼロ、

北海道、四国も16年連続ベアゼロ。

②企業の総人件費に占める社会保険

等費用の割合は15％近く、企業の人

件費負担が増大。賃金の上昇ペース

は社保費の増加により抑制とも見れ

る。③国労統一要求額の1万5千円は

平均基本給を基礎額とし、物価上昇

分と生活向上分を考慮し算出。ただ

ＪＲ各社の経営体力にマッチしてい

るのか、また夏季手当も3ヵ月の統一

要求だが、北海道、東日本、貨物以

外は春闘で回答済。各エリア本部と

のすり合わせが必要。④地方では全

体集会、学習会、春闘行動が取組ま

れ、東日本本部に対する激励も70を

超える機関から。⑤本部闘争指示に

基づく闘争態勢の強化に向け、東日

本本部執行委員会と各地方書記長会

議で議論が深められた。⑥東日本は

増収増益、営業収益、運輸収入は5期

連続増収かつ過去最高。当期純利益

も2期連続の増収かつ過去最高。貨物

は鉄道事業部門黒字化達成、連結決

算百億円以上の持続的確保を目指す。

⑦東日本本部は、不誠実団交への対

応も準備しつつ、他労組との対話行

動や全分会オルグ等、組織拡大につ

なげる取組みを提起。一方、職場の

問題点を全体の問題として改善に向

けた取組みの強化、大衆闘争の取組

みの成果が不十分である等を総括し

今後につなげる。

3.組織強化・拡大

東日本本部組織部長会議での意思統

一は、全職場で対話活動を展開し仲

間の声の集約と共有化、全体化する

ための全分会オルグ。同時にＧ会社

での組織拡大も重要。ジェスは5百人

のプロパー社員が未加入、ＴＳＳも2

百人のプロパー社員がおり、どう切

り込むか重要な段階。地方と連携し

スピード感をもって対応する。この

間の経験と努力を組織全体に広げ、

一人の頑張りから全体で一歩前にで

る議論と行動を。組織拡大は「国労

要求の前進に欠かせない闘い」を全

体で確認し、17春闘、職場・地域で

の闘いを組織強化・拡大につなげる。

4.労働条件改善・安全安定輸送の確

立

労働条件に関する協約改定交渉を2月

9日実施。会社は①包括的一括和解の

懸案事項である支社跨ぎの異動の改

善では「会社全体の課題の認識、最

大限の努力を図る」②65歳定年、エ

ルダー制度見直しについては、「活

躍の場の確保は会社の責任、強い問

題意識を持っている」等考えを示す。

引き続き改善を求める。

「土木・建築一部業務見直し」「新

幹線交番検査周期延伸」に関し限ら

れた時間の中、職協等の協力を得て

鋭意交渉、また「有害な化学物質に

関する」交渉では、会社は無害であ

るとの認識。引き続き改善を求める。


